
徳島県学力ステップアップテストを
活用した学習指導について（数学）

令和７年度

R７年度 徳島県学力ステップアップテスト結果【中学校数学】

※（ ）内は無解答率
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育成を目指す資質・能力の
定着の確認のために
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正答率 ３７．８％

数や式を用いて考察する場面で、数や式の特徴を的確に捉
えることが大切である。素数についてどんな誤答が多いのか
を分析し、繰り返し指導する。また、素数以外にも自然数、整
数、絶対値など用語を確認する。

素数の意味を理解している
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正答率 ５０．１％

問題場面における数量の関係を理解している
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正答率 ① ５３．７％ ②・③ １２．０％ ④ ３２．０％

図や表を作ったり、数量および数量の関係を文字を用いた式
で表したりする活動を行う。

②③数量の関係を捉え、文字式や方程式に表すことができる

①問題場面における数量の関係を理解している

④数学的な結果を事象に即して解釈することができる
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正答率 １４．９％ 無解答率 ３４．８％

日常生活など具体的な場面を取り入れることで、求めた解
が問題に適しているのかなど、考えることができる活動を取
り入れる。

事象が成り立つかどうかの理由を説明することができる
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図形を変えて考える場面で、面積の関係を捉え、
横の長さについて理解している

（２）
正答率 ② ４７．７％ ③ ４９．１％

（３） 半径６ｃｍ、弧の長さ５πｃｍのおうぎ
形の面積を求める

正答率 ４０．９％

おうぎ形の面積を求めることができる

おうぎ形が円の一部であることを意識させ、おうぎ形の弧の長さや
面積は、その中心角の大きさに比例することなどICTを活用して実
感させる。

３
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伴って変わる二つの数量の変化の特徴を捉える活動を行う。
どんな関数なのか、なぜそう思うのかなど根拠を明確にして、
話し合う活動を取り入れる。

正答率 ３２．７％ 無解答率 ４．８％

反比例の特徴について数学的に説明することができる
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正答率 ア ６９．４％ イ・ウ １０．９％

問題場面における数量の関係を読み取ることができる
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R6年度 ステップアップテスト中学校２年生
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正答率 ５７．１％



正答率 ３４．６％

範囲の意味を理解している
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データを分析する場面を設定する必要がある。

ICTを活用して、表やグラフなどを
作成して効率化を図る。

話し合い、考えの共有
に時間を使う。

正答率 22.7％

与えられたデータから読み取れることを判断することができる

最頻値

平均値×人数

６０個の中央値→３０・３１番の平均



解き方を暗記していれば（覚えていれば）解ける問題
正答率は比較的高い傾向にあるが、課題もある。

概念的な理解が必要な問題
正答率は低い傾向がある。

どの知識を活用しているのか、どうやって考えている
のか等を発問で引き出していく。

知識・技能
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思考・判断・表現

記述式の問題
正答率は低く、無解答率は高い傾向が見られる。

説明の仕方などを指導し、考え方を表現する場面、
考え方を共有する場面、比較・検討する場面を設定
する。
数学的な表現を用いた説明になるような場面設定
が必要。
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説明する問題① （全国学力・学習状況調査解説資料より）

（見いだした事柄や事実を説明する問題）

「○○ならば、◇◇になる。」のような形で、「前提（○○）」と、
それによって説明される「結論（◇◇）」の両方を記述する。

事柄・事実の説明

Ｒ７年度全国学力・学習状況調査
（２）正答例６

連続する２つの３の倍数の和は、奇数である。

前提 結論

説明する問題② （全国学力・学習状況調査解説資料より）

（事柄を調べる方法や手順を説明する問題）

「用いるもの」（表、式、グラフ）を明確にした上で、その

「用い方」（x座標がある値となるときのy座標の値を読み
取るなど）を記述する。

方法・手順の説明

Ｒ７年度全国学力・学習状況調査
（２）正答例８

点Ａから点Ｅをもとに、直線のグラフをかき、

x座標が６０のときの y座標を読む。
用いるもの

用い方



説明する問題③ （全国学力・学習状況調査解説資料より）

（事柄が成り立つ理由を説明する問題）

「○○であるから、△△である。」のような形で、「根拠
（○○）」と、「成り立つ事柄（△△）」の両方を記述する。

理由の説明

Ｒ７年度全国学力・学習状況調査
＊示された説明すべき事柄の根拠を記述する形式
（３）正答例６

9(n+1)に変形している場合
(n+1)は整数だから、9(n+1)は9の倍数である。

根拠 成り立つ事柄

説明する問題③ （全国学力・学習状況調査解説資料より）

（事柄が成り立つ理由を説明する問題）

「○○であるから、△△である。」のような形で、「根拠
（○○）」と、「成り立つ事柄（△△）」の両方を記述する。

理由の説明

Ｒ７年度全国学力・学習状況調査
＊説明すべき事柄を判断し、その根拠を記述する形式
（２）正答例７

Ａの勝つ確率は
３
８
であり、Ｂの勝つ確率は

３
８
であるから

Ａの勝つ確率と、Ｂの勝つ確率は等しい。だから、Ａと
Ｂの勝ちやすさは同じである。

根拠

成り立つ事柄



生徒の授業に臨む意識は？

考えることより覚えることに重点を置いていないか？

意味を理解せずに解き方を覚える

意味を理解していないから学
んだことを活用できない

新しい課題の解決方法を見
いだすことができない

新規の問題の解決に既習事項が活用できない

教師が解き方をわかりやすく教える授業では・・・

悪循環

生徒が気付き、考え、表現する授業づくり
23

そのためには・・・

教師がわかりやすく説明するのではなく、生徒の発言をつな
ぎあわせて解決の方法の説明や新たに問題を見いだす場面に
なるよう発問・問い返しを準備しましょう。

生徒が気付き、考え、表現する授業づくり

既習の知識・技能を確認 思考の範囲を広げる 問題を焦点化

めあてにつなげる 解決の根拠を問う ゆさぶりをかける

今までに学習したことを使えませ
んか？

○○の場合も成り立ちますか？ 今までの学習とどこが違いま
すか？
何がわかればいいのですか？

何について考えたい・調べたいで
すか？

どうしてそう考えたのですか？ 本当に正しいですか？

（例）
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生徒が学習課題を把握し、
その解決に向けての見通しをもつこと
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（11） 学習した内容について、よく分かった点や、よく分からなかった
点を見直し、次の学習につなげることができていますか。

振り返りについての質問（R７年度生徒質問紙より）
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学習の見通し・振り返りについて

【見通し】のポイント
「何を学ぶのか」「なぜ学ぶのか」「どのように学ぶのか」を、
生徒が理解することが大切
※ めあてを提示し、問題解決への意欲を高めよう。

【振り返り】のポイント
・自己評価（生徒自身の言葉で記述）

・「見通し」と対に

※ 授業（単元）の終わりにはめあてに対応した振り返りの
時間を確保しましょう。
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○学習で意識したこと。
○身に付いた力やできるようになったこと。
○課題を解決するために試行錯誤したこと。
○前時までに学習したことで、本時の学習に役立ったこと。
○頑張ったけれど、十分ではなかったこと。
○学習したことで、今後の学習や生活の中で生かせそうな
こと。

○さらに学びたいこと。

【振り返り】の項目（例）

○教師が指導の改善を図るため。
○生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かう
ことができるようにするため。

【振り返り】の意義
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令和７年度公立高等学校入学学力検査

育成型選抜検査Ⅱ

・玉の取り出し方
・正三角形になるための頂点

１（10）



一般選抜（数学）

令和７年度公立高等学校入学学力検査

３（２）（ｂ）

∠ＡＯＰ＝３０°を作図する

各教科等における「令和７年度の重点」
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授業改善と学力向上に
取り組んでいきましょう！
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